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【指定演題一覧】※聴講した講義に〇をつけてください。

11月2日(日)

8:30 ～ 9:30 60分 会長講演

8:30 ～ 10:00 90分 シンポジウム7

9:00 ～ 10:00 60分 教育研修講演1

9:00 ～ 10:20 80分 特別講演2

9:10 ～ 10:40 90分 シンポジウム3

9:10 ～ 10:40 90分 シンポジウム9

9:40 ～ 10:40 60分 特別講演1

10:10 ～ 11:10 60分 教育研修講演2

10:30 ～ 12:00 90分 国際委員会企画

10:50 ～ 12:20 90分 シンポジウム1

10:50 ～ 12:20 90分 シンポジウム4

10:50 ～ 12:20 90分 ワークショップ

10:50 ～ 12:20 90分 シンポジウム10

11:20 ～ 12:20 60分 教育研修講演3

12:30 ～ 13:30 60分 ランチョンセミナー1

12:30 ～ 13:30 60分 ランチョンセミナー2

12:30 ～ 13:30 60分 教育研修講演4

13:40 ～ 15:10 90分 シンポジウム5

13:40 ～ 14:40 60分 教育研修講演5

13:40 ～ 14:40 60分
総務委員会女性会員支援部会

ワークショップ

14:00 ～ 15:00 60分 理事長講演

14:20 ～ 15:50 90分 シンポジウム8

14:50 ～ 15:50 60分 教育研修講演6

14:50 ～ 16:50 120分 シンポジウム11

15:20 ～ 16:50 90分 シンポジウム2

15:20 ～ 16:50 90分 シンポジウム6

16:00 ～ 17:00 60分 教育研修講演7

16:30 ～ 18:00 90分 共催シンポジウム

17:00 ～ 18:00 90分 シンポジウム12

ライフステージとスポーツ医学 〜競技スポーツ・健康スポーツからライフパフフォーマンスへ

時間 講演内容

＜リカバリーセッション＞アスリートのデコンディションに気づくポイント

側弯症が身体活動およびスポーツに与える影響

Return to play after foot ankle disease ( my experiences ) and team physician in
professional and national representative team

 and medical administrator in K league (30 years experiences)／ACL Denmark: A
nationwide epidemiology study of ACL injuries from 2000-2018（英語セッション）

オーバーヘッドスポーツにおける上肢の外傷・障害

心臓病とがんにおけるライフパフォーマンス向上と両立支援を目指す運動・スポーツの役割

スポーツ医科学の責任

全世代に向けた健康づくりの地域戦略： スポーツ障害予防から生活習慣病対策、介護予防まで 

レスリング競技、ラグビー競技における多職種連携の成果：
スポーツ医科、スポーツ歯科、アスレティックトレーナーのこれまでの協働・今後

妊娠期・産後のスポーツ実施に向けた支援・研究の現状

東京2025世界陸上メディカルサポートミッション

ACL再建後のスポーツ復帰を考える

国際スポーツ連盟医事委員の活動

健康日本21（第三次）、身体活動ガイドライン・アクティブガイド

『見えない』リスクと闘うメディカル  ―視覚障がい者サッカー日本代表を支える現場の現在地―
／車いすラグビーにおける看護師の支援 －障がい者アスリートの活動を支える現場から－

日本小児整形外科学会合同シンポジウム 成長期スポーツ選手のパフォーマンス向上に対する取り組み

頭部外傷　初期対応／脳振盪の復帰のポイント

耳とスポーツ～もう一つのオリンピック、東京2025デフリンピック、がやってくる〜

アスリートのパフォーマンス維持を目的とした脊磁計の活用

半月板治療の今とこれから-目指すべきKnee Joint Preservationとは-

アスリートハートと心筋症の鑑別診断Update／スポーツ参加に向けた心肺運動負荷試験の活用

日本アスレティックトレーニング学会合同ワークショップ
医師とアスレティックトレーナーの連携による腰痛（再発）予防の実際

スポーツに取り組む人々をささえるメディカル＆コンディショニングスタッフの働き方
―持続可能な活動を目指して、多様性とワークライフバランスの追求―

ライフステージを貫くスポーツ障害へのアプローチ 　 ー子どもから中高年

スポーツ医学会の国際交流と発展

ライフパフォーマンスを高めるスポーツ医学（Ⅰ）

整形外科の積極的保存治療

聴講

ハイパフォーマンスからライフパフォーマンスへ

生涯スポーツの継続を目指した膝周囲骨切り術および術後のリハビリテーション



11月3日(月・祝)

7:20 ～ 8:20 60分 モーニングセミナー

8:00 ～ 9:30 90分 シンポジウム13

8:30 ～ 9:30 60分 教育研修講演8

8:30 ～ 9:30 60分 シンポジウム22

8:40 ～ 10:10 90分 シンポジウム15

8:40 ～ 10:10 90分 シンポジウム18

8:40 ～ 10:10 90分 シンポジウム19

9:40 ～ 10:40 60分 教育研修講演9

10:20 ～ 11:50 90分 シンポジウム16

10:20 ～ 11:50 90分
学術委員会 競技スポーツ部会

大会医療小員会企画 シンポジウム

10:20 ～ 11:50 90分 シンポジウム20

10:20 ～ 11:50 90分 シンポジウム23

10:50 ～ 11:50 60分 教育研修講演10

12:00 ～ 13:00 60分 ランチョンセミナー5

12:00 ～ 13:00 60分 教育研修講演11

12:00 ～ 13:00 60分 ランチョンセミナー6

13:10 ～ 14:10 60分 特別講演4

13:10 ～ 14:40 90分 シンポジウム17

13:10 ～ 14:10 60分 教育研修講演12

13:10 ～ 14:40 90分 シンポジウム21

14:20 ～ 15:50 90分 シンポジウム14

14:20 ～ 15:20 60分 教育研修講演13

分

氏名

聴講

運動部活動選手の健康を取り巻く諸課題 〜佐賀県アスリート健診モデル事業から見えてきたこと〜

肉ばなれ再発予防のための最新情報／ ハムストリング肉ばなれからの競技復帰

メディカルフィットネス研究会との合同企画 パフォーマンス向上に寄与するメディカルフィットネス

2026アジア・アジアパラ競技大会のメディカルサービス

子どもの体力低下の現状と予防策としてのアクティブ・チャイルド・プログラム（ACP)

Precision Sports Medicine in the Age of Big Data and AI

スポーツ復帰を目指した腰痛疾患の治療戦略

ACL損傷アップデート：非専門医が押さえるべき診断・治療・予防のエッセンス
／非専門医のためのスポーツ外傷診療：足関節捻挫

股関節鏡手術はスポーツ選手の保存治療を補完する

アスリートの睡眠と時差調整

学術委員会 競技スポーツ部会 大会医療小員会企画 「国内大会における医療救護体制について」

ライフパフォーマンス向上を実現するパラスポーツの意義とその実践

日本スポーツ栄養学会合同シンポジウム 多職種連携から見た新たなアスリートサポート

日本プライマリ・ケア連合学会との共同企画 地域で活躍するスポーツ医・メディカルスタッフ

月経周期と運動パフォーマンスに関する最新の科学的知見

スポーツ外傷・障害予防の取り組み（スポーツ種目別）

骨粗鬆症学会合同シンポジウム　骨粗鬆症を多面的に予防する

日本脳神経外傷学会との合同シンポジウム スポーツ関連脳振盪～国際的指針の普及・実践に必要なもの～

日本アンチ・ドーピング機構合同シンポジウム これからのアンチ・ドーピング活動

Radiofrequency Echographic Multi-Spectrometry（REMS）法を用いた 骨密度評価と今後の応用

ライフパフォーマンスを高めるスポーツ医学（Ⅱ）

バスケットボールにおける口腔内外傷の実態とその対応 -スポーツデンティストの担う役割-

時間 講演内容

※講義を途中で退出した場合は、聴講時間には含まれませんのでご注意ください。

※合計240分以上の聴講が必要です。

合計


